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1. はじめに
近年，スマートシティおよびスマートオフィスに代表され

るような，大規模なセンサネットワークが構築され始めてい
る [1]．このようなシステムは膨大な量のユーザの操作情報や
センサ情報などをログデータとして蓄積している．このログ
データはシステムの詳細な状況を確認するうえで極めて重要
である．例えば，システムの動作状況や不具合を確認すること
が可能になると，システムの更なる機能の向上に利用すること
が期待できる．そこで，本研究では上記のような種々のログ
データを解析し，報告書の作成を支援するシステムの構築とそ
の効果の検証を行う．本研究で対象としたセンサネットワー
クは，実オフィスに導入した分散制御照明システム（以下，知
的照明システム）である．
知的照明システムとは，オフィスワーカーに最適な照度およ

び色温度を提供することにより，知的生産性の向上と省エネル
ギーを実現するシステムである [2]．構築した運用／稼動報告
書作成支援システムは，知的照明システムのログデータを解析
することにより，管理者およびユーザに有益な情報を提供する
とともに知的照明システムの稼動状況を容易に確認できるよ
うになる．

2. 知的照明システムの実証実験
知的照明システムは今後の実用化に向けて，既存の照明シス

テムと消費電力を比較し，有用性を示す必要がある．
これまでに，六本木ヒルズ森タワー，東京ビルディングで

実証実験を行い，大手町ビルヂング，新丸の内ビルディング，
(株)九電工本社ビルでは現在も実証実験を行っている [3]．実
証実験では，システムの動作状況を把握するために詳細な時系
列データが必要になる．そのため，以下のログデータを 1分毎
に出力している．

• ログデータの出力年月日時分
• 照明における白色の点灯光度（照明の台数分）
• 照明における電球色の点灯光度（照明の台数分）
• 照度センサの現在照度（照度センサの台数分）
• 執務者の目標照度（照度センサの台数分）
• 執務者の在席状態（照度センサの台数分）

これらの情報を基に知的照明システムの詳細な動作状況を
確認する．しかし，知的照明システムにおけるログデータは
一ヶ月分で膨大な量になるため，手作業で報告書の作成を行う
には，多大な労力と時間が必要となる．そこで知的照明システ
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ムのログデータより，運用／稼動報告書の作成を支援するシス
テムの構築を行う．

3. 運用／稼動報告書作成支援システム
3.1 運用／稼動報告書作成支援システムの概要
提案する運用／稼動報告書作成支援システムは，業務にお
ける利用率が 99%[4] である Microsoft Office Excel および
Wordを用いて構築した．提案システムは，知的照明システム
の一ヶ月分のログデータを基に以下の項目について，項目の時
間的な動きを把握する統計データ（平均値の経時的変化および
1日平均値の経日的変化）をグラフ化および，文章化を行う．

1. 光度信号値の総和
2. 消費電力量
3. 現在照度値
4. 目標照度値
5. 色温度
6. 在席者数
7. 現在照度が 100 lx以上のセンサ数
8. 項目 3，4，6，および 7の複合グラフ

提案する運用／稼動報告書作成システムの有用性を検証す
るため，東京ビルディングに導入した知的照明システムのログ
データを用いた．この知的照明システムは，30 灯の照明およ
び 42台の照度センサから構成されていて，オフィスワーカー
がWebUI 上で目標照度と在席状況を入力することで制御され
ている.在席状況を管理することで在席しているワーカーの目
標照度を実現するように照明の制御を行うことができ、省エネ
ルギー性が向上する．そのため，一ヶ月につき最大 8,526,264
フィールドのログデータが出力される．

3.2 運用／稼動報告書作成手順
提案システムの処理手順を図 1に示す．

図 1 運用／稼動報告書作成支援システムの処理手順
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まず，一ヶ月分のログデータを Excel データとして読み込
む．このとき，各日付ごとにワークシートを作成し，前節で述
べた項目のデータと，その 1日平均値を計算し書き込む．知的
照明システムのログデータは一月に一回程度実施されるシス
テム再起動などのためログデータが数分間欠損することがあ
る．そのため，このようなログデータの検出を行い，欠損部を
空白で補完し，ワークシートに書き込む．提案システムでは，
エクセルのワークシート関数を用いて計算を行っているため，
合計値や平均値の算出に影響がない空白によって欠損部の補
完を行っている．
次に，読み込んだログデータより，経時的変化と経日的変化

の統計データを作成する．このとき，作成する統計データは，
休日を含むか否か，業務時間外を含むか否かを選択する．例と
して，図 2に提案システムで作成した 2010年 12月の経時的
変化データの一例を示す．

図 2 経時的変化データ（一部）

図 2に示すように，一ヶ月分のログデータが整理され，解析
を行うことが容易になる．
そして，作成した統計データより各データの経時的・経日的

データを可視化する図の作成を行う．例として図 3に 2010年
12月における消費電力の経時的変化，図 4に現在照度，目標
照度，在席者数，および 100 lx以上のセンサ数の経日的変化
を示す．図 3 の縦軸は机上面が 750lx となるように照明の光
度を制御した際の消費電力量を 100%にした消費電力，横軸は
時刻をします．図４の第一縦軸は照度値，第二縦軸は在席者数
および 100lx以上のセンサの数，横軸は日付を示す．

図 3 消費電力の経時的変化（2010年 12月）

図 3 および 4 より，ログデータが可視化され，統計データ
を視覚的に確認することができる．図 3より，12時から 13時
の間に節電のため消灯していることや，消費電力は 40%から

図 4 現在照度，目標照度，在席者数，および現在照度が 100

lx以上のセンサ数の経日的変化

50% の間で推移していることが分かる．図 4 より，日曜日や
年末は現在照度や 100 lx 以上のセンサ数が平日と比べると大
きく値が下がっているのに対し,在席者数はほとんど変化して
いないことが確認できる．これより，離席処理を行っていない
人が多いことが推測できる．また，これらの日以外は，目標照
度と現在照度との差が± 50 lx以内であることがわかる．これ
らのことより，知的照明システムはオフィスワーカーが要求す
る照度を提供し，省エネルギー性も実現していることが確認で
きる．
最後に，これらの解析結果をWord ファイルで用意した月
次報告書のテンプレートに，作成されたグラフやログデータの
欠損日などを書き込む．Excelの VBAでドキュメントを作成
することができ，知的照明システムの動作状況における月次報
告書を作成することが可能である．

4. 運用／稼動報告書作成支援システムの効果
運用／稼動報告書作成作業を手作業で実施していた際は約

16 時間を費やしていた．ここで提案した運用／稼動報告書作
成支援システムを利用すると，約 5 分で月次報告書が作成で
き，時間を大幅に短縮することができる．また，このシステム
は最終報告書とは別に図表等の中間データも独立したデータ
として作成されるので，後日新たな図を作成し，報告書に掲載
することも容易にできる．
知的照明システムのようなセンサネットワークシステムは
今後も増加すると思われるため，ここで提案した運用／稼動報
告書作成支援システムの考え方を利用することができると考
えられる．
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